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学校教育目標 

考え表現する子 

認め合い表現する子 

健康でたくましい子 

上目黒小の児童の実態 

◆素直で明るい児童が多い 

◆仲間と学ぶ機会を喜び、楽しむこ

とができる 

◆自分たちで計画を立てて考える、

実行する機会が少ない 

はかせタイムの探究 

◆子どもの「やってみたい」「知りたい」「解明したい」からの出発 

◆環境構成の工夫 

◆伴走者としての教師の関わり 

◆チャレンジが生まれるプロセス 

◆振り返りで自己の学びを自覚 

同僚性の育み 

◆はかせタイムでの姿の共有 

◆研究協議会の工夫 

◆授業を見合い、思いや願いを語る場や風土 

◆OJT 研修や授業力向上のための時間確保 

校内研究の主題 

私を発見する探究の時間 

～夢中になる、没頭するはかせタイムを通して～ 

共通の子ども観 

「子どもには、学ぶ意欲と自ら

追究し、学び、育つ力がある」 

能動的学習者観 平野朝久先生 

各教科での探究 

◆総合的な学習の時間で探究のサイクルを経験 

◆自らの疑問や問いを解決する時間の設定 

◆振り返りで自己の学びを自覚 

◆自由進度学習などの様々な学習方法 

目黒区の方針 

◆多様性に対応した柔軟な学びの具

体として、児童が自分の興味・関心

や学習上の課題に応じて学びを選択

する「自己選択学習」を設定 

◆「自己調整力」の育成が重要 

この視点をもってはかせ

タイムに取り組んだり、

研究授業を参観したり

していく。１年かけてどん

な在り方がよいか、みん

なで探っていく。 


